
























本書は以下の 3 部 9 章から構成される。 
 
序 肉と命をつなぐために（シンジルト）  
第Ⅰ部 動物殺しの政治学  
第 1 章 儀礼的屠殺とクセノフォビア―残酷性と排除の文化政治学（花渕 
馨也） 
第 2 章 子殺しと棄老―「動物殺し」としての殺人の解釈と理解について   
（池田 光穂） 
第 3 章 殺しと男性性―南部エチオピアのボラナ・オロモにおける「殺害  
者文化複合」（田川 玄） 
第Ⅱ部 動物殺しの論理学  
第 4 章 狩猟と儀礼―動物殺しに見るカナダ先住民カスカの動物観（山口 
未花子） 
第 5 章 毒蛇と獲物―先住民エンベラに見る動物殺しの布置（近藤 宏） 
第 6 章 森と楽園―ブラガの森のプナンによる動物殺しの民族誌（奥野 克
巳） 
第Ⅲ部 動物殺しの系譜学  
第 7 章 供犠と供犠論―動物殺しの言説史（山田 仁史） 
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第 8 章 狩猟・漁撈教育と過去回帰―内陸アラスカにおける生業の再活性  
化運動（近藤 祉秋） 
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う必然の行為であり、人類は動物の生産から消費まで担ってきた。本書では神や自然のも
とで行われる動物殺しの本質に関する論考が多く収録されており、そこには動物解放とい
う相対する概念が存在する。動物解放とは、人間の利益のために動物を利用したり搾取し
たりすることへの批判である。特に動物殺しにおける動物への苦痛が問題視されるが、本
書で取り上げられた論考の中には動物を「やさしく」殺す事例も確認でき、本書に現れた
社会は「道徳」を以って動物を殺していることが明白である。動物を道徳的に殺す点にお
いて、「動物殺し」という表現は過激であるが本書に所収の各論文を読むことで動物解放や
動物愛護に共通する思想が窺える。人間の利益のために動物を殺すという実践が当然視さ
れている現代社会で動物解放の姿勢は見受けられない点について、反証すべき点が多く、
本書を叩き台とした今後の議論や研究を待ちたい。また、動物殺しが狩猟行動や供儀など
文化として人間に埋め込まれた性質であることも本書は確認しているが、人間中心主義的
に書かれているわけではなく、動物側からの働きかけにも注目し、動物とのコミュニケー
ションのもとに動物殺しの文化が成り立っていることを民族誌的に言及している。動物殺
しとは、動物解放や動物愛護が陥りやすい動物を殺す側に非難の目を向ける立場を超越し
て、動物を殺すこととはどのような道徳的意味があるのかを追求する営為であり思想であ
ることを本書は伝えようとしている。 
  本書は、伝統的社会における動物殺しの事例について報告したものであるが、同時代の
我々の動物殺しに関する無感覚に思われる意識に問題を投げかけている。例えば、動物殺
しに対して過剰に反応する動物愛護団体や、食肉業界など現代生活において必要な動物殺
しの実情を知らず過敏に同情してしまう我々に対して、動物殺しの尊さと必然性を説こう
としている。その証拠に、本書には動物の気絶処理や殺し方の質に関する論文を多数引用
し、人間が生を営む上で動物殺しが不可避であり、人は動物に対する尊厳を屠殺過程に表
現するしかなかったことを説明している。  
 一方で、本書に登場する民族は社会的少数集団であり、そこでの現象を人間全体に当て
はめるべきではないと批判することもできる。確かに伝統社会の文化を劣ったものと見な
し、その動物殺しの在り方に対して野蛮であり、前時代的であるという見方をすることも
できるが、本書に登場する社会は、我々より動物との関わりを社会文化的に深く刻んでき
た点で動物殺しを始めとする「殺し」の問題について学ぶべき点は多いにある。 
 本書は動物殺しについて考える第一線の研究者を集め編まれたものであり、動物殺しに
関する多彩な論考を収録している。ただし、本書は「民族誌」という形式をとると謳いな
がらも、その実、収められた論文の多くは抽象化された論理の抽出を目指すものであり、
評者には具体性に乏しく物足りないと感じられた。とはいえ、本書は動物殺しについて扱
った学術書として極めて価値があり、人間と動物の命について、いずれかに優位性を認め
る志向性を持たない伝統社会と現代社会を対比することで、動物の命を奪う方法や虐待を
めぐって現代社会で展開される行き過ぎた動物保護の議論をも相対化することが可能とな
っている。その上で、本書は、動物を殺すことに対する知と人間性を深めていく上で重要
な書と評することができる。 
